
01 0302敷地：マリウス丘（Marius Hills Hole）00背景 コンセプト 収縮から膨張・拡張による可変性
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現在の宇宙での暮らしは最低限で、あまり自由のない暮らしだと
感じる。狭い空間で、既定されたモジュールが使われているが、
それは多様な空間の可能性や居場所の選択性を潰しているのでは
ないだろうか。地球では多様な空間に溢れ、自由な空間を選択し、
好きなように使うことができる。そのような暮らしは自由でのび
のびとした豊かな生活を与えてくれる。私たちは地球のような暮
らしを膜の持つ可能性によって宇宙で実現することを試みた。

敷地は、月のマリウス丘の縦孔部分とした。この場所は宇宙線や隕石衝突から
人々や機器を守り、定常な温度（約－20 度）を保つことができる。
また、大空間のため人々の活動を発展させやすい場所である。そのため、月で
人間が生活するために最適な環境であると考えた。

膜は用途に応じて様々なサイズ、形状に変化することができる。その可変性を活かし住民の
需要に応じて彼らの手によって自由に空間を変化させることができる計画とした。この膜の
可変性により宇宙での豊かな暮らしを実現する。

平面上の任意の柱を持ち上げ、それを基点として自由に膜を張
ることで多様な空間が生まれた。
住民の需要に合わせて平面が様々に変化する。

壁的利用した膜を遊具的に使用している様子。 膜の様々な勾配により行動の幅が広がる様子。

柱に洗濯物を掛け、自由に空間
を利用している様子

2XXX 年、人類は環境の悪化により地球で住めなくなる
ことを想定し月面移住計画が発案され、研究開発チー
ムが発足した。XX 年後人類が月に移住する技術が確立
されたが、人類が月面において生活を営んでいくには
まだ多くの課題が残されていた。主な課題は地球と同
等以上の自由で豊かな生活を月面上でも可能にするこ
とであった。そこでチームは膜の持つ可変性がこの課
題を解決することができると仮定し膜を利用した居住
空間の開発に着手した。

地球環境をつくりだす

平面的な居場所の作り方 断面的な居場所の作り方

インフラ設備を整える

STEP1 STEP2 STEP3

完全に折りたたんだ状態。
この状態で地球から月まで輸送する。

空気送風装置から膜に空気を
送っている状態
内部が空気で満たされ徐々に膨
らんでいく。

安定した球体になった状態。
折りたたんでいたスラブを組み
立て床面とする。

STEP1

様々に変化する平面ダイアグラム

STEP2 STEP3

スラブに柱が収納されている
状態。
上に引き上げることで任意の
柱を出現することができる。

柱が林立している状態。
この柱は３段階式になって
おり自由に高さ調整が可能。

膜を張った状態。
柱を基点として自由に膜を使
い様々な空間を生み出すこと
ができる。

膜の膨張性を活かすことで、月の極地か
ら大量の水を採取し、居住施設に隣接す
るように貯水タンクとして設置する。
タンクから必要な分だけ小タンクに生活
用水を写し、小タンクはスラブ下に保管
する。

貯水タンクの水が減った状態。
貯水タンクが萎んでくると水補充
の合図。
萎んだタンクを極地まで運び氷を
採取する。
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空気送風装置 膨張

徐々に空気で満たされていく

折り畳み式スラブ

組み立てられた折り畳み式スラブ

膜

設備機器

①空間的利用

③壁的利用 ④床的利用 ⑤屋根的利用

②設備的利用

3段階式の柱スラブに収納されている柱

トイレ、お風呂などは床下に設置。ま
た、この床下は水や食料などの備蓄
庫の役割も兼ねている。
居室中央のハッチから床下へと下る。

柱に洗濯物を掛けて干
すなど空間を自由に使
用している。

屋根的利用をした膜が膨らみ
のある柔らかな空間を生む。
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上りやすい勾配
寝転ぶのに適した勾配
お昼寝やちょっとした
休憩に最適

人一人が座るのに丁度いい勾配
と規模。
本を読んだり、ぼんやり物思い
に耽ってみたり

低い天井と柱に囲まれた空間
人一人がやっと入れるほどの規模
一人になりたい時に最適

高い天井と大きい規模の空間
住居の中央付近にある溜り場的な
場所でみんなと談笑したりするパ
ブリックっぽい空間

屋根が高く広い空間。
ボール遊びなどがで
きるプレイルーム的
な場所

人の活動に適した天井高や勾配などを考え膜の形状を決定した。
膜の持つ可変性により住み手は様々な活動に適した空間自由に作り出す
ことができる。

平面図 1/200

断面図 1/200

ひとりで過ごす小さな部屋。
膜で囲われた小さな部屋が、緩やかにプライバ
シーを守ることで読書をする空間や寝室空間と
なる。

みんなが集まるダイニング。
少し広い空間を取るように膜を巻き付けた空間
。みんなが食事を摂る場所になり、人々との繋が
りを生む場となる。

水耕栽培をする空間。
壁際に三日月形のような空間を作る
ことでプランターを並べる空間にな
る。ここで食料を育てる。
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